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ンプノレに対する 21変量に整理した. この凶で，たとえば

北海道(サンフ3 ノレ 1 )では倒産が最悪( x 印)で，逆に植生

自然度は最良(0印)であることがわかる.

ところで，この図 2 はOや×が乱雑に並んでいるだけ

で，サンフ。ノレと変量との間には別に傾向は見あたらない.

ところがここで，図 2 の各行各列を入れ替えることによ

って，関!のようにOまたは×印をそれぞれ対角線A ま

たは B の近辺に集めることができれば，ここにサンフ。ル

または変量の序列および，サンプルと変量との順序関係

による対応がつくわけで，これら異常値の持つ 1 つの構

造を示すものさしが見いだされたことになる.

つぎに凶 l のっくり方を手/1阪を追って述べる.

手)1碩 1 基準のサンプノレおよび変量を凶の端に固定す

る.

どんなものさしがほしいのかによって，基準のサンプ

ノレおよび変量がきまるわけで， ここでは凶 3 のように東

京の好ましい変量である所得格差と下水道を基準にした
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現在のように多様化・ 1M とんの時代には，一変量の呉

常値がつかめても無力に近いことがある.そこでこのよ

うに，一変量の異常値をはかるのではなく，多変量の呉

常値で多機化の持つ l つの構造をはかることを考えてみ

た.

その一例を凶 1 に示す.これはサンフソレ(都道府県)を

その変量(生活満足指標)の異常値 (0印は好ましい場合

を， X 印は好ましくない場合をあらわす)の集団が持って

いるある属性の序列で‘並べたものである.

このっくり方は，まず生データからサンブ，0 )レと変量と

の関係を|珂]2 のように整理する.すなわち，凶 2 の左の

見出しにサンフ。ノレを法べ，また上の見出しに変量を並べ

て，各サンブ。ル(行)ごとに，変量(列)の異常値があれば

これをO印(好ましいもの)，または×印(好ましくないも

の)で示す.

ただしここで変量の呉常値が似ているサンフソレは，

それらの中の代表的なものだけを取り上げ，全部で21 サ
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図 2

(注)

図 1 サンフ。ルの異常値によるものさし

(山) s 行 =63 S 列 =57
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図 3 東京のO印を左上に集める
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図 4 A , B対角線を引く
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を S であらわせば， s = 172,+ 

127 =299 となる.

つぎに以上とまったく同様の

方法で，各列ごとの必要移動列

数を計算して列の入れ主主えを行

ない，さらに再び行の入れ替え

を行なうというように，行およ

び列の入れ替えを何回か交互に

行なって，それらの絶対値の和

S が最小になるような行および

列の配置を求めたのが|苅 l であ

る.

なお，行および列の入れ償え

|司数と Sの値の関係を凶 6 に示

したが，ここではSの値を行方

IÍiJ と列方向日IJにそれぞれS行

(・印)および S列(ム印)であら

わした.この|脅から第 13同 13 の

入れ替えでSは最小(図 1 )とな

り. s 行 =63 ， S 列 =57となっ

ている.

ところで，この方法で作成し

た図 1 のものさしから，いった

いどんなことがわかるであろう

(ì主) S 行=172+ 127'=299 か.まず目につくことは東京が
最上端で，それにつづく徳島や

ものさしをつ〈るために，これらを図の左上総に移動し 富山はこのものさしで測れば東京にもっともよく似てい

以後はこれらを固定して動かさないことにする. ることである.逆に，東京と正反対の性質を持っている

手11贋 2 対角線を引く のは岩手であり，これと似ているのが宮崎や広ぬであ

同 4 のようにA対内線(実線)および B対角線(点線)を る.そして大阪や京都がほぼ中間にあらわれている そ

引く. して，このような傾向を定性的に判断するために，変量

手I1贋 3 0 , X 印を対角線の近辺に集める の政び方を吟味してみればよく，この場合は東京の特徴

|司15 に示すように，まずサンフ。ノレをあらわす行を互い が下水道や所得裕美では好ましいが，犯罪件数では好ま

に入れ体えて.0印をA線上に x 印を B線上に移動す しくないことで，この反対が岩手ということになる.

る.たとえばお守玉の場合は， 1司 5 (または|刈 2 )に示すよう しかし以上のような側々の特徴を一貫したJ三現で‘あら

に，医師数は×印なので，この×印を B線上に持ってし、く わすことはむずかしそうである.その原悶は実は|刈 1 の

ためには 3 行分だけ埼玉を上方に移動する必要がある 下水道と所得格差の列にあらわれている×印が，対f{)線

また同時に，埼玉の精神病はO印なのでこのO印をA A , Bから離れすぎているためであろう.

線上に持ってし、くためには. 14行分下方に崎王を移動し すなわち，このものさしをきめるための最初の基準を

なくてはならない 東京の下水道・所得格斧ときめたことがまずかったよう

このように，各行ごとの移動必要行数の合計を凶 5 の である そこで，この基準の枠をはずして，東京も下水

右方に記入し(+は上にーは下に移動することをあらわ 道・所得格差も白出に行・列を動かして，さらにSの値

す)，これらをすべての行について合計すると凶日右下の の小さくなるような行・列の町列を来月号で求めてみよ

土うに+172，一 127になった.主たこれらの絶対仰の和 う. (つづくえぞえ・っとむ 11 木電信電話公れ)
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図 6 S の変化
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